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「梓」… 法曹分野に従事する早稲田大学校友（稲門法曹）と早稲田大学大学院法務研究科修了生・在学生および早稲田大学法学学術院教員を繋ぐ、法学情報・コミュニケーション誌。
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2021年（令和3年）
早稲田大学大学院法務研究科の現況

　今年の法務研究科の現況を報告させて頂きます。
　2020年度から学部に「法曹コース」を創設し、
学部教育と連動させた「学部3年・法科大学院2年」
の5年一貫の法曹教育システムが開始され、今年度
から本格的に始動しました。さらに、この制度に伴っ
て「司法試験の在学中受験」が可能になりました。
この教育システムの変革と司法試験受験時期の変更
により、「新たな入試制度の構築」と、司法試験に
合わせた「カリキュラムの改訂」が不可欠となりま
した。入試は本年度の入試から、カリキュラムは来
年（2022）年度から新カリキュラムとなります。
また、在学中受験の影響は、「新たな時代に対応で
きる、付加価値を伴った『挑戦する法曹』の養成」
という早稲田大学法科大学院の理念にも影響を及ぼ
してきます。しかし、早稲田ロースクールとしての
特色を今後も維持できるようにカリキュラムの改訂
において考慮しています。
　現在の教育体制においてもう一つの問題は、昨年
からのコロナ禍の影響において、現在も法務研究科
は従来とは大きく異なる教育体制を強いられている
点です。昨年よりは、対面授業も増え、オンライン
授業も併用していますが、原則、同時配信システム
を使い、できるだけ臨場感をもった授業を実施する
ことはできるようになりました。ただ、これまで蓄

積されてきた教育方法が十分に活用できない状況は
昨年同様かとも思います。新たな授業方法の中で、
いかに実効的に学生の学修能力を向上させていくかを
現在も教員は試行錯誤しながら考えています。コロ
ナワクチン接種も進んでいますので、来年度からは
従来通りの教育体制に戻れることを期待しています。
　さて、今年の司法試験短答式の結果は、合格率で
は84%を超え、これまでの結果の中でも最も高い
数値になりました。また、合格者数は全国1位です。
昨年は今一つの結果でしたが、今年は昨年よりは期
待できるかと考えています。
　早稲田法科大学院は、このように様々な変革の中
をその時々の状況に柔軟に対応しつつ、「挑戦する
法曹」の輩出を目指しています。他方、現在、大学
本部から法科大学院の赤字を問題として厳しい赤字
削減を求められています。法科大学院に対する大学
本部の方向転換がなされたものと考えられますが、
とくに奨学金に対する大学の財政支援が無くなる可
能性が高くなっています。現在、「新たな奨学金制
度の構築」を検討しています。奨学金制度の変革に
おきましては、「梓」に集う皆様の協力が不可欠です。
今後とも、法務研究科の新たな試みに温かいご支援
とご協力を賜れれば幸いです。よろしくお願い致し
ます。

法務研究科研究科長・法務教育研究センター所長　松
まつ
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集り散じてー修了式・入学式報告
【修了式】　2021年3月25日早稲田キャンパス大隈講堂大講堂にて大学院法務研究科の2020年度修了式が
行われ、130名の修了生が早稲田の杜を巣立っていきました。
【入学式】　2021年4月2日早稲田キャンパス8号館にて大学院法務研究科の2021年度入学式が行われ、160名
の新入生が早稲田の門をくぐりました。入学式では、松村研究科長の式辞や山本教務主任の挨拶とともに、
来賓の廣瀬仁貴氏（東京地方裁判所判事）から祝辞を頂きました。
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退職者のご紹介
　2021年3月末で退職された教員・助手をお知らせいたします。

【任期満了】　　●田
たなか

中　昌
まさと

利　教授　●小
こばやし

林　譲
じょうじ

二　教授　●駒
こまがた

方　和
かず き

希　教授

【任期満了】　　●髙
たかはし

橋　宗
そう ご

吾　助手（法務教育研究センター）

新 任 教 員 紹 介 2021年4月から早稲田大学大学院法務研究科に着任された先生を
ご紹介いたします。
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　教授
主な研究テーマ：検察実務

主な経歴：2004年東京地方検察庁検事に任官。以後、名古屋、静岡、東京、横浜、佐賀、千葉、
宮崎、東京、長野の各地方検察庁で勤務。前職は、長野地方検察庁三席検事。2021年４月より現職
（東京高等検察庁検事）。

ひとこと：これまで検事として様々な刑事事件の捜査と公判の仕事をしてきました。刑事事件は、
法と証拠に基づいてその背景にある真実は何かを見極めていくものです。その土台となる知識や考
え方は、まさしく学生の皆さんが日々刑事法の勉強で学んでいることであり、それらが実務にどう反映
しているかを、これまでの実務経験を生かして少しでもお伝えできればよいと思っております。そして、
刑事実務の世界の興味深さとやりがいを少しでも感じ取ってもらえるような授業を行うように努め、
皆さんが将来、法曹として社会で活躍するための助力ができたらよいと思っております。

稲門法曹奨学金受給者修了生の近況報告

　弁護士としてセカンドキャリアをスタートさせて
から早1年半、常に意識しているのは“初心忘るべ
からず”という言葉です。新人弁護士なのだから、
“初心”なのは当たり前なのですが、私が強く意識
している“初心”は、13年前、大学を卒業して就職
したばかりの“新入社員の頃の気持ち”です。
　何もできない、何も知らない自分の無力さを痛感
し、自分に価値があるのかと自問自答を繰り返す
日々。楽しかった日々を思い出すため早稲田大学に
立ち寄り、8号館前のベンチで一人途方に暮れた日
もありました。そんな辛い日々の支えとなったのは、
手厚く指導をしてくださった部署の先輩方の存在で
した。プロ意識が高く、指導も厳しかったのですが、
オン・オフを切り替えて食事や飲みにも頻繁に誘っ
てくださる最高のメンタルトレーナーでもありまし
た。その後、私がロースクールへの進学を決断した
ときも、「自信をもって。小野さんなら絶対受かる。」
と背中を押してくださいました。
　昨年、弁護士として新たなキャリアをスタートし、
現在は主にベンチャー・スタートアップ企業を中心
に企業法務に携わっています。弁護士としての経験

はゼロの私でも、ビジネス感
覚、コミュニケーションスキ
ル、資料作成スキル等、あの
とき先輩方から叩き込まれた
全ての経験を職務に生かすこ
とができています。そして、
何よりも、“プロ意識を持つ”
“常に感謝の気持ちを持つ”
“謙虚であれ”という数々の
教えは、1年目から「先生」と呼ばれる職業についた
者にとって常に意識すべき、大切な教訓となりました。
　振り返れば、社会人経験は最高の回り道、寧ろ私
にとっては通るべき道だったと思います。昨今の
ロースクールにおいて、マイノリティになりつつあ
る社会人出身者・他学部出身者ですが、過去の知識
や経験は全く無駄にはならず、寧ろ法曹にとってプ
ラスにしかならないと断言できます。現在AAとし
て当研究科において学生の指導にもあたっています
が、多様な人材が法律家としての第一歩を踏み出し
ていけるよう、自分にとっての“初心”を忘れずに、
今後も微力ながら尽力してまいります。

2018年3月法務研究科修了生　小
お

野
の
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書籍『挑戦する法曹たち─法律家のキャリアマップ─』
の刊行について

法務リカレントセミナー講座「家族法改正」
 「令和元年民事執行法改正」開催報告

　このたび，法務教育研究センターでは，『挑戦す
る法曹たち―法律家のキャリアマップ―』を成文堂
より上梓しました。本書は，法務研究科がコーディ
ネートし，法学部・法務研究科の科目として実施さ
れている導入講義「法曹の仕事を知る」の講義録に
基づいて編まれたものです。この講義は，法務研究
科を修了して活躍されている法曹の方々を講師とし
て招き，オムニバス形式で法曹の仕事について語っ
ていただくというもので，現在では受講生が約300
名を数える人気科目になっています。この授業で講
演してくださった方々をはじめとする20名の修了
生法曹の手記に加えて，初代研究科長・浦川道太郎
名誉教授や第2代研究科長・鎌田薫名誉教授（前総
長）など，法務研究科で法曹養成に携わってこられ
た先生方にも原稿執筆やインタビューにご協力いた
だき，1冊の書物としてまとめました。
　本書では，社会の様々な分野において日々挑戦を
続けている修了生法曹たちが，これまでのキャリア

や仕事のやりがい，さらに
は法曹の魅力や多様性・可
能性について語ってくだ
さっています。本書を通じ
て，法学部生や高校生，さ
らには社会一般に対して，
法曹の仕事や法科大学院教
育の成果について発信して
いきたいと考えています。
　法務研究科は，発足当初より「挑戦する法曹」の
輩出をその目的に掲げてきました。本書には，法務
研究科の修了生たちがその理念の実現に向け，法曹
としての社会的使命を自覚し，希望を失わず，努力
し，汗を流している姿が記されています。ぜひ本書
を手に取って，法務研究科の法曹養成教育の成果を
ご覧いただくとともに，お知り合いの法曹関係者や
法曹を目指す若者たちに本書をお勧めいただきます
と幸いです。

　2020年11月21日（土）、法務リカレントセミナー
講座が開催されました。本セミナーは以下の通り、
2部構成にて行われました。

１　「家族法改正」（第一部）
　第一部は「家族法改正」と題し、当研究科の中田
裕康教授にお話しいただきました。中田教授は、法
制審議会の民法（相続関係）部会や民法（親子法制）
部会等の委員を務められており、2018年の相続法
改正についてその背景から今後の改正の見通しに至
るまで詳細にご説明いただきました。また、実務家
の立法作業への参画の期待も表明されました。

２　「令和元年民事執行法改正」（第二部）
　第二部は民事執行法の改正につき4部構成にてご
教授いただきました。まずは西川佳代教授（横浜国
立大学）より、財産開示制度の見直しについて、次

に村上正子教授（名古屋大学）により子の引き渡し
の強制執行に関する明確な規律の整備について、更
に吉田純平准教授（日本大学）により債権執行に関
するその他の改正について、最後に当研究科の松村
和德研究科長より不動産競売における暴力団員の排
除について、それぞれ主要な改正点等を解説いただ
きました。これまでの民事執行法改正において意図
されてきた権利実現の実効性確保をめざす執行手続
きの適正化に資する改正が多い反面、これとは趣を
異にする日本社会における暴力団排除の取組みの一
環も盛り込まれる等、多様な面を持つ本改正につい
て理解を深めることができました。
　紙幅の関係上極めて概略的なことのみ記載させて
いただきましたが、本リカレントセミナー講座の講
演録につきましては、『早稲田大学法務研究論叢』
第6号に掲載予定ですので、詳細につきましてはぜ
ひそちらをご覧いただければ幸いです。

法務研究科教務主任（学生担当)・法務教育研究センター副所長　白
しら
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法務教育研究センター助手　道
みち

上
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き

美
み
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こ
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稲門法曹奨学金へのご寄付お申込について
https://kifu.waseda.jp/

同封の「稲門法曹奨学金寄付のお願い」でも
ご案内しております　　　　　　　　　　　

「梓」 送付停止や、送付先のご住所・ご勤務先の
変更等をご希望の場合は、以下の申請フォームにて
申請をお願いいたします。代理の方による申請も
可能です。なお、代理の方はお手数ですが、代理申
請後に封書の破棄をお願いいたします。

＜申請フォームURL＞
https://www.waseda.jp/folaw/gwls/alumni/wls-news-letter/

検索早稲田　梓

修了生からのメッセージ
2021年3月法務研究科修了生　島

しま

田
だ

　泰
たい

河
が

　思い返せば入学した2年前、未だ法曹となることに
ついてぼんやりとした目標しかもっていない自分が
法務研究科でやっていけるのか、大きな不安があり
ました。しかし、様々な経歴を持つ学生と友人として
交流し、それぞれが法曹を目指す目的を知ることで、
自分も頑張らなければとの思いを強めていきました。
　また、法務研究科が実施するリーガル・クリニッ
クやエクスターンシップ・プログラムによって実務
の姿を垣間見、実務家教員の方々と交流することを
通じて将来なりたい法曹像を形成していったことは、
その目標に向けてより一層努力することにつながり
ました。
　そして昨年からは、新型コロナウイルス感染症の
影響によりこれまで通りの学生生活を送ることが困
難になる中、オンラインでの授業や講義のオンデマ
ンド配信等、教職員の皆様方にご尽力頂いたために
最大限の学修をすることができたと思っております。
また、経済面をはじめとする様々な不安、当初考え
ていたように勉学に励むことができない焦りを抱き

つつも、私たち学
生はお互いに支え
合ってここまで進
んでくることがで
きました。
　私たちが法務研
究科での経験を通
じて得た「課題に対して積極的に挑戦する姿勢」は、
様々な要因によって大きく変動する現代社会を生き
抜くために極めて重要な意味を持つように思います。
私たち一人ひとりが自らの見出した課題に対して果
敢に挑戦し、社会で活躍することが法務研究科に対
する最大の恩返しになるとの思いを胸に、これから
頑張っていきたいです。
　最後になりますが、これまで私達を導いてくだ
さった教職員の皆様、切磋琢磨してきた友人達、そ
して奨学金へのご寄付をはじめ様々な形で学生生活
を支えてくださった稲門法曹の皆様方に、感謝と御
礼を申し上げます。誠にありがとうございました。

FLPシンポジウム
「法律家になろう！女性法律家はこんなに面白い‼」

開催報告
　去る6月12日（土）、通算6回目となるFLPシンポ
ジウムが開催されました。
　基調講演者には本研究科修了生であり、法テラス
の運営等にも関わられた石田愛弁護士を、パネル
ディスカッションには共催校である千葉大学大学院
専門法務研究科修了生の森田響子弁護士、琉球大学
大学院法務研究科修了生の石川路子弁護士、そして
協力校である中央大学大学院法務研究科修了生の中

曽根佳依検察官をお招きし、ワークライフバランス
や仕事のやりがい等について様々な視点からお話い
ただきました。昨年度に続きオンラインでの実施と
なりましたが、100人以上の方にご参加いただき、
質疑応答の時間には応えきれないほど多くのご質問
をいただくなど大変盛況であり、女性の進路として
の法律家への関心の高さがうかがわれました。
 （法務教育研究センター助手・道上）


